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「おかしな数字がないか、よく数字を見ておけ」ビジ

ネスシーンにおいてよく聞く言葉です。しかし、「具

体的にどこを見ればよいかわからない」「ミス・不正

を賢くチェックするコツが知りたい」とお悩みの方は

多いのではないでしょうか。 

本セミナーでは、会社の数字に紛れ込むミスや不正

を効率よく見つけ出すノウハウを事例やケーススタ

ディを交えながら経験豊かな講師がわかりやすく

解説します。 

・決算書類を効率よくチェックしたい経理担当者 

・内部監査人・監査役・経営幹部の方 

・「おかしな数字」を見抜くスキルを身につけたい 

 管理職・マネージャーにおすすめのセミナーです。 

九州生産性本部セミナー室 

   

1994年 監査法人トーマツ（現有限責任監査法人トーマツ）入所、上場企業各社の法定監査をはじめ、株式公開支援
業務、デュー・デリジェンス、不正調査、内部統制構築支援業務等に従事。2007年より現職。同年 弁護士の父と山岡
法律会計事務所を開業。 

企業会計全般、内部統制・内部監査、IFRS（国際会計基準）等を中心に、上場会社を対象としたコンサルティングや役
員向け・従業員向けの社内研修を実施。個人活動としては、セミナー会社主催のセミナー講師、執筆などに活躍中。 

中央大学ビジネススクール講師（歴任）、(財)会計教育研修機構実務補習所講師（歴任）、上場企業の社外監査役（歴
任） 

＜主著＞ 

「『おかしな数字』をパッと見抜く会計術」、「判断に迷う仕訳を起こせる会計術」、「決算書の前期比較術」（いずれも清
文社）、他に「旬刊経理情報」（中央経済社）等専門誌への論文多数。 

公益財団法人 九州生産性本部 

㈱ヴェリタス・アカウンティング 代表取締役社長 

公認会計士         山岡 信一郎 氏 

と き 

ところ 

講 師 

対象者 

～おかしな数字を見抜くための視点と実践的なコツをＡＩ活用を含めて学ぶ～ 

会 計 ・ 決 算 書 類 の  

「おかしな数字」の見抜き方 

㈱ヴェリタス・アカウンティング 代表取締役社長    

公認会計士           山岡 信一郎 氏 

講 師 プ ロ フ ィ ー ル  

経理部門・内部監査部門の管理者・担当者 

監査役・経営幹部・管理職 

通学＋ＷＥＢ 開催 

○本セミナーはセミナー室での受講、またはZOOMを使用した
オンライン受講を選択できます。ご希望の受講方法を選んで
お申し込みください。 

ZOOMオンライン受講 （ライブ配信） 

ご 案 内  

「おかしな数字」をパット見抜く会計術」著者の

山岡講師が事例を交えながらわかりやすく解説 



交通案内 

【地下鉄】 （七隈線） 渡辺通駅下車（電気ビル本館B２Fへ直結）  

【西 鉄】 西鉄薬院駅より徒歩7分 

【バ ス】 ・JR博多駅バス停B番より発車する全て（薬院・六本松方面）に乗車可能 

      （10分）→渡辺通1丁目G降車すぐ 

      ・JR博多駅バス停A番より300番台（福岡PayPayドーム・マリノア 

       シティ方面）、BRT（連接バス）もしくはK（九大伊都キャンパス方面） 

       に乗車（10分）→渡辺通1丁目電気ビル共創館前降車すぐ 

      ・天神大丸前バス停4Cより乗車（5分）→渡辺通1丁目電気ビル共創館前 

【タクシー】天神より5分、JR博多駅より7分、福岡空港より25分 

九州生産性本部セミナー室 
 〒810-0004 福岡市中央区渡辺通２－１－８２ 電気ビル共創館６階 

参加費＜１名につき・税込＞ 

賛助会員企業の方 

３０，800円（本体価格２8，０００円 消費税２，8００円） 

未会員企業の方  

４2，9００円（本体価格３9，０００円 消費税３，9００円） 

申込方法 

●本セミナーは、Webでの申込受付となります。 
●お申込み後、参加証・請求書をダウンロードいただける「申込確
定メール」をお送りいたします。 
●参加費は、開催前日までにお振込み下さい。ご納入いただきまし
た参加費は原則としてお返しいたしかねます。 
●キャンセル料につきましては、ホームーページをご覧ください。 
●同業の方のご参加、プログラム転用はご遠慮ください。 
～【ZOOM】オンライン受講の方～ 
●視聴用URLはお申込み後にご連絡いたします。 
●お一人様一端末でご受講ください。  
●カメラ付ＰＣ、Wi-Fi環境、マイク付イヤホン使用での参加を推
奨します。 
●その他詳細につきましては、下記URLをご参照ください。 

九州生産性 おかしな数字 

申込URL https://qpc.or.jp/seminar/_2097/_3664.html  

講 座 内 容  

公益財団法人九州生産性本部（担当：鳥取部）283 
TEL/０９２－７７１－６４８１  FAX/０９２－７７１－６４９０ 

        https://qpc.or.jp 

お問合せ先 

１．「おかしな数字」とは何か 

（１）「おかしな数字」には２種類ある 

（２）

（３）「おかしな数字」が生まれる背景 

 

２．「おかしな数字」を見抜くための基本姿勢 

【ケーススタディ】 

（１）「おかしな数字」を見抜く３つのアプローチ 

（２）質問のタイプと使い分け方 

（３）決算資料の閲覧ポイント 

（４）決算書の簡単な分析手法(前期比較など) 

 

３．「おかしな数字」を見抜くための必須知識 

【ケーススタディ】 

（１）複式簿記の基本理解は不可欠 

（２）「おかしな数字」は必ず２か所以上で発生する 

(３)

(４)決算書の構造と読み方 

(５)ＡＩの活用方法 

４．主要勘定科目別の「おかしな数字」の見抜き方 

【ケーススタディ】 

資産勘定：現金、預金、有価証券・投資有価証券、 

売掛金、棚卸資産、有形・無形固定資産など 

負債勘定：借入金、買掛金、引当金、税金関係など 

収益勘定と費用勘定：売上高、売上原価、 

販売費及び一般管理費（販管費）、 

営業外収益・費用、特別利益、特別損失 

※ＡＩを活用した「おかしな数字」の見つけ方もご紹介 

 

５．実際に不正会計が行われた企業の財務諸表を見て

みよう            【ケーススタディ】 

 

当本部事業の案内は会員企業・労組のほか、一般の企業・労組にもお送りしておりま

す。今後、このような経営・教育等の講座案内が一切不要な場合は、右記に記載の

担当者または当本部お客様相談窓口までご連絡ください。 

参加特典！ 
講師著書「『おか

しな数字』をパッ

と見抜く会計術」

を進呈 


